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聖霊降臨節第 16 主日説教 「右の手をなすことを左の手に知らせるな」要旨  
                        牧師 黒田直人 

日本キリスト教団藤沢教会 2021 年 8 月 22 日  

マタイによる福音書 6:1～4

 9 月の第一主日を「振起日」と定める
教会があります。ですから、気を引き締
め、私たちも今一度自らの信仰を奮い起
こす必要があるのでしょうが、それは、
責任を果たし得るところで増し加えられ
るものが信仰ゆえの恵みでもあるからで
す。そこで、思い起こされる御言葉が
「強く、雄々しくあれ」との御言葉で
す。それは、この神様の励ましの中に現
されているものが神様の愛でもあるから
です。それゆえ、この「強く、雄々しく
あれ」との励ましは、聖書の御言葉の中
で様々な場面で目にすることになりま
す。従って、この「強く、雄々しくあ
れ」との御言葉はスローガンのように私
たちの頭の上を通り過ぎるだけのもので
はありません。神様がこの「強く、雄々
しくあれ」と人々に語ると同時に、「私
は・・・あなたと共にいる。あなたを見
放すことも、見捨てることもない」と語
っているように、この「共にある」とい
うところ上に築かれるものが私たちと神
様との関係性でもあるからです。つま
り、神様の愛は、この「共にある」とい
う、私たちの直接的体験に基づくもので
あり、この実体験の上に築かれるもの
が、まさに神様と私たちとの関わりであ
るということです。 
 ですから、この関係性にしっかりと立
ち、私たちが一つ一つの御言葉に聞いて
いくなら、世界はどのように映るのでし
ょうか。それは、御言葉が語るように光
あふれる世界です。それゆえ、御言葉が
語るように、私たちはこの世界に対して
責任を負っているのですが、ただし、私
たちが責任を負うのは、御言葉が単にそ
う命じているからではありません。私た
ちの神様への応答は空気を吸って吐くよ
うなもので、意識して意図的に何かをす
るものではないからです。私たちにとっ
てはごくごく自然な振る舞いであり、そ
れゆえ、信仰ゆえの喜びも感謝もそこか
ら自ずと湧き起こってくることになるの
です。従って、この日の御言葉はそんな
私たちの素朴なあり方から離れたもので
はありません。ですから、そういう意味
でも神様の「強く、雄々しくあれ」との
励ましを私たちは蔑ろにすることはでき
ません。神様の直接的な愛は今この時の
私たちの上に置かれているものでもある

からです。そして、このことはつまり、
それが私たちが日常的に見て聞いている
ことであり、その上で御言葉を通し、私
たちは様々な真実を知らされてもいるの
です。 
 先週、私たちは「わたしの愛する兄弟
たち、こういうわけですから、動かされ
ないようにしっかり立ち、主の業に常に
励みなさい。主に結ばれているならば自
分たちの苦労が決して無駄にならないこ
とを、あなたがたは知っているはずで
す。」と語るコリント教会に向けられた
パウロの励ましを野田先生を通して聞い
たわけですが、そこで私たちが知らされ
たことが神様の赦しでもありました。そ
れは、私たちがまさに神様と共にあるか
らでもありますが、それゆえ、私たちは
この恵みの上にしっかりと立ち続けなけ
ればなりません。ですから、パウロがま
た別の箇所で「愛には偽りがあってはな
りません。悪を憎み、善から離れず、兄
弟愛をもって互いに愛し、尊敬をもって
互いに相手を優れた者と思いなさい。怠
らず励み、霊に燃えて、主に仕えなさ
い。」と語るのは、そんな神様に赦され
た私たち信仰者のあり方について語って
いるということです。そして、それが、
私たちが神様とイエス様と共にあるとい
うことでもありますが、つまりは、神様
とイエス様と同じものを今この時この目
で見て、この耳で聞いて、神様が造られ
たこの世界の真実な姿を赦されているの
が私たちであり、それゆえに、私たちは
この幸いを心と体で感じることが許され
てもいるのです。ですから、パウロが言
うようにそこに嘘偽りがあってはなりま
せんし、そもそものところで言えば、こ
うして御言葉に聞いているという意味で
は私たちに嘘偽りなどあり得ようはずも
ないのです。従って、私たちが日常的に
見ていること、聞いていることがそのま
ま人に伝わるのは、私たちがこの赦しに
生きているからでもありますが、そこ
で、そのことを考えながら、今から 25
年以上前にあった、あることを思いだし
たのです。それは、友人牧師の当時五歳
だった女の子とのやり取りです。 
 ある時、その女の子は私にこう言って
きたのです。「黒田先生、ガメラ知って
いるんだよね」と。そこで、友人の方を
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見ると、にやりと笑って、事の経緯を説
明してくれたのですが、それは前日の夜
の家族団らんの中でのことでありまし
た。家族で怪獣ガメラの映画を見ていた
際、東京タワーが倒される場面があり、
そこで、友人がこの五歳の女の子に語っ
たことが「黒田先生は東京生まれだか
ら、このシーンを直接見ているんだよ。
明日来たらどんな様子だったかよく聞い
てみたらいいよ」ということでした。で
すから、私への質問は、ガメラの目撃者
である僕はすごい、素晴らしい、その人
にいろいろ聞いてみたい、そういうこと
でもありますが、そこで子供の気持ちを
踏みにじってはいけないと考えた私たち
二人は、女の子が見たそのままの世界を
一緒になって話をしてあげたのです。す
ると、その子は私たちの一言一言に深く
感動し、とても喜んでくれました。です
から、そのときの思い起こすと、みん
な、とてもいい時間を過ごしたようにも
思うのです。ところが、ある時、この楽
しい時間に突然の終止符が打たれること
になったのです。それは、その子が真実
であると思っていたことが実は真実では
なかったと、ある時、この事実を知って
しまったからです。 
 けれども、友人と二人でその子に話を
したことは、その子も、私たちも同じよ
うに見て聞いたことに基づいてのもので
もありました。つまり、私たちは、ある
一つの事実を共有し、それに基づいてあ
る時期を過ごしたということです。けれ
ども、それによって私たちの関係性がい
つまでも続くことはなかった、それは、
事実として示されたことが虚構の世界の
ものでもあったからです。けれども、ガ
メラの実在を信じる女の子にそれが嘘偽
りであると伝えることが真実を伝えると
いうことなのでしょうか。また、少しず
つ成長するその子にいつまでもガメラが
実在するがごとく信じさせ、そこに築か
れた関係性をいつまでも持続させること
が私たちに求められている誠実な態度だ
と言えるのでしょうか。そして、もう一
つ、友人と二人でその子に話をしてあげ
たことは虚構の世界のことではあります
が、けれども、私たちには悪意はありま
せんでした。むしろ、喜ばしてあげよう
という善意に満ちたものでもありまし
た。ただ、善意であれ、悪意であれ、そ
こで語られたことが真実に基づいていな
ければ、いずれ飽きられ、忘れ去られる
ことにもなるのでしょう。では、私たち
が日常的に見て聞いていると、先程来申
し上げていることはどうなのでしょう

か。 
 聖書の御言葉が私たちに向かって繰り
返し語ることは、「見よ」、「聞け」と
いうことです。それは、神様と私たち、
イエス様と私たちとの関係性が直接的な
体験に基づくものであるからです。それ
ゆえ、この日、イエス様が私たちに語っ
ていることは、神様の愛の直接性とい
う、この前提に立ってイエス様がここで
何かを語っているということでもありま
すが、そして、この前提には、復讐する
なかれ、敵を愛せよ、とのこの言葉も含
まれているのです。つまりは、この直前
にイエス様が「だから、あなたの天の父
が完全であられるように、あなたがたも
完全な者となりなさい」と語るように、
ここでのことは、前回の礼拝でも申し上
げたように、イエス様に倣い、完全とさ
れている私たちには、当然のごとく求め
られているものだということです。そし
て、それは、私たちが聖書の語る真実を
見つめ、御言葉を通し、神様の御旨を
日々聞いているからです。ですから、最
後のところでイエス様が「隠れたことを
見ておられる父が、あなたがたに報いて
くださる」と仰ることは、私たちには分
からないことではないはずです。なぜな
ら、イエス様の見ているものを私たちが
見て、また、イエス様が聞いているもの
を私たちが聞いている以上、ここで語ら
れていることは、私たちが日常的に経験
しているはずのものでもあるからです。
しかし、イエス様はこの言わずとも知れ
たことをまるで言い聞かせるように敢え
てここでこのように語るのです。それ
は、どうしてなのか。それは、私たち
に、ある大切な事実を伝えたいからで
す。 
 キリスト教に限らず、世界に広まった
あらゆる宗教は、人々に善き行いを勧め
ます。そして、この善行こそがそれぞれ
の宗教の発展を助けることにもなったの
ですが、ちなみに、私たちはこの善行を
「愛」と呼んだりもするのです。しか
し、善行は私たちだけの専売特許ではあ
りません。仏教もイスラム教も、また、
それ以外の諸宗教も、善行を積むことは
その信仰においての必須条件であり、従
って、それを世に現すことはあらゆる宗
教の喫緊の課題となるのです。つまり
は、今なすべきことであるということで
す。ところが、イエス様はどうでしょ
う。まるで私たちの手足を縛るかのよう
に、それを人前でひけらかしてはならな
いと仰るのです。前回に引き続き、ここ
でもそうなのですが、このようにイエス
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様はまた一段ハードルを上げるのです
が、それは、私たちに完全さを求めての
ことでもあるのでしょう。それゆえ、私
たちは、イエス様が仰ることを通して自
らを顧みることになるのですが、では、
そこで私たちは何を感じることになるの
か。それは、自分自身の卑しさです。そ
して、それは、私たちがまさに御言葉の
中に生きているからです。 
 このように私たちは、御言葉に聞き、
そこに現されるそれぞれの光景を見つめ
るだけでなく、そこにある自らの姿をイ
エス様のお言葉を通し知らされるのです
が、それが私たちが置かれている日常的
な有様であり、そして、それが、私たち
が普段から見て聞いているものでもある
のです。ですから、そこで知らされる卑
しさは、己をむなしくさせ、私たちを謙
らせることにもなるのでしょう。しか
し、己の卑しさを知ることは、その頭を
低くさせるだけではありません。冒頭に
おいて申し上げたように、その私たちが
イエス様と共にあるがゆえに、神様の赦
しに与ってもいるのです。従って、己の
卑しさを知ることは私たちにとっては神
様の恵みに与る機会であり、それは、こ
のありのままの姿を通し、私たちは神様
の愛を深く知らされることにもなるから
です。ですから、私たちがこの神様の愛
に応えよう、応えたいと思うのはそれゆ
えのことでもありますが、ところが、そ
の私たちが愛をもって応えることに恐れ
を抱くのはどうしてなのでしょうか。一
体私たちは何を恐れ、愛することを避け
ようとしてしまうのでしょうか。それが
ここでイエス様がこのように語るところ
の理由です。 
 私たちが頭を低く低くする中で知らさ
れることは、私たちの手に負えないこ
と、手に余ることでもあるのでしょう。
そして、それが、イエス様の十字架の出
来事であり、この上に置かれているもの
が神様の愛でもあるのです。従って、十
字架は私たちの善意でも、ましてや悪意
をもってしても克服することはできませ
ん。私たち人間のどんな善意も、どんな
善行も、十字架を克服することはできな
かったからです。そして、イエス様の十
字架を前にした人々だけでなく、そのこ
とを経験的に知っているのがこうして御
言葉に聞き、御言葉が語るそのままの世
界を見つめる私たちでもあるのです。そ
れゆえ、愛するという言葉は、私たちに
とっての殺し文句ともなるのでしょう。
それは、愛という言葉をもって私たちが
先ず知らされることは自らの内に愛がな

いということでもあるからです。 
 愛という言葉が私たちの胸の内に迫る
とき、私たちは愛がない己、愛すること
のない己、愛を蔑ろにしている己を深く
知らされることになります。それは、私
たちが、愛という言葉を感動と喜びをも
って受け止めながらも、イエス様と同じ
所には決して立てない、立ち得ない、御
言葉を通しこの愛を深く知れば知るほ
ど、このことに恐れを抱かずにはいられ
ないからです。そして、それが、私たち
が御言葉を見つめ、御言葉にこうして聞
いているということでもありますが、で
は、その上で私たちがもし御言葉が語る
ところを語られているままに、語られて
いるように、この愛という善行を必死に
なって行おうとすると、そこでどういう
ことが起こるのでしょうか。それは、嘘
と誤魔化しです。私たちは愛を語りなが
らも愛のない己を恐れるがあまり、必死
になって真実を隠そうとするからです。
あるいはまた、それすらも気がつかず、
平然とこれが愛だと言ってのけたりもす
るのです。こうして愛は善意とも悪意と
もつかないものとなってしまうことがあ
るのですが、まただからこそ、イエス様
はここで「見てもらおうとして、人の前
で善行をしないように注意しなさい」と
語るのです。それは、「右の手のするこ
とを左の手に知らせてはならない」と仰
るように、私たちの右手にあることと左
手にあることとはまったく違う性質のも
のでもあるからです。 
 しかし、最後のところでイエス様が
「隠れたことを見ておられる父が、あな
たに報いてくださる」と仰るように、そ
の上で、私たちのことをよくご存じであ
るのが天の父なる神様であり、イエス様
でもあるのです。そして、それについて
は私たちもよく分かってもいます。とこ
ろが、そうであるにも関わらず、私たち
は、大胆にもこの神様とイエス様に対し
て自分自身を偽り、自分自身を誤魔化そ
うとするのです。それは、イエス様の出
来事を虚構の世界の出来事と思っている
からではありません。むしろ、それは反
対です。この世に実際にあったことであ
り、その恵みは、今も、そして、これか
らも、変わらずに続くことだと、そう強
く信じているからです。ですから、私た
ちが必死になって善き行いをするのはこ
の恵みに与ろうとしてのことでもありま
すが、けれども、そのとき、私たちが御
言葉を通して見て、聞いているこの世界
の主人は一体誰なのでしょうか。神様な
のでしょうか、それともイエス様なので
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しょうか。そのいずれでもありません。
つまり、それをするかしないかに私たち
が拘る限り、世界の主人は私という一人
称であり、世界はこの私というものを通
してでしか見えなくなってしまっている
のです。けれども、世界の主人は神様で
あり、その独り子であるイエス様を、私
たちが生きるこの世界へとお遣わしにな
ったのが父なる神様でもありました。私
たちは今、イエス様からこの世界のあら
まし、そのあり方、さらには、そこに私
たちがこうして生きていることを直接見
て聞いているのですが、では、それは一
体どういうことなのでしょうか。 
 神様の造られた世界をイエス様と共に
歩んでいるということは、イエス様があ
ちら側ではなく、私たちの生きるこちら
側におられるということです。そして、
私たちがこちら側でそのイエス様と共に
歩んでいるということは、先々を考え、
計画をよく練って、きちんと筋道を立て
て、その上で行動に移さねばならないと
いうことではありません。私たちの日常
が私たちの思うに任せないものに満ちあ
ふれているように、そうであるからこ
そ、その私たちと共にあるイエス様は心
揺さぶられ、ここでもそうですが、その
上で私たちにその心の内を明かし、私た
ちをふさわしいところへと導こうとされ
るのです。ですから、ここでイエス様が
仰ることはそれを踏まえてのものであり
ますが、では、それを私たちが深く心に
留めるにはどうしたらいいのでしょう
か。それは、私、自分というものを主語
にしてこの世界を見ないことです。イエ
ス様の十字架の出来事が、神様ご自身が
ある意味で神様の愛というものでご自分
を縛ったように、この愛に身を委ねるれ
ばこそ、私たちは神を知り、神の愛を知
り、神が造られたこの世界に生きる自分
自身の姿を知らされることになるので
す。それは、愛という名の神様の覚悟が
あらゆる所に現されているのが、私たち
がこうして生きている世界でもあるから
です。ですから、私が、というところか
らではなく、神が、というところで日々
起こる様々なことを私たちが見つめ、ま
た聞き、その上で様々なことを私たちが
知ろうとするなら、私たちは神様がなさ
ることを素直に受け止め、感謝と喜びを
もって日々歩むことになるのです。そし
て、それは、ここでもそうです。この世
界に共にあるイエス様が私たちに何かを
語ると言うことは、私たちに十分な力が
あるからではなく、嘘と誤魔化しに満ち
た私たちであっても、なお、その私たち

のことをイエス様が信頼してくださって
いるからです。 
 ただ、イエス様がどんなに私たちのこ
とを信頼されても、それでも私たちはそ
の信頼に十分に応えきることはできませ
ん。そのため、それをなんとかするのが
私たちの課題だとそう考えたりもするの
です。けれども、イエス様がここで仰る
ことは、私が、私が、と自分に拘ること
ではなく、ファリサイ派の人々が自分の
力で何とかしようとしてその可能性を狭
めていったのとは違って、私たちがその
信頼に値する云々以前に、それでもな
お、イエス様は私たちと共にあり、信頼
をもって日々私たちのことを見つめてく
ださっているのです。ですから、私たち
が日々見て聞いていることは、このイエ
ス様の私たちに向けられた信頼であり、
つまりは、このイエス様の眼差しを通し
て、様々なものを見て、聞いているのが
私たちでもあるのです。それゆえ、私た
ちの信仰は、偽善者のように偽りの仮面
を被るものではありません。人の善意と
悪意という仮面を被り、私たちはこの世
界を見つめるのではなく、あらゆる場面
で、主が、イエス様が、神様がと、私た
ちがそこから世界を見つめるからこそ、
私たちは神様とイエス様の愛を幼子のよ
うに素直に感謝し、喜び、受け止めるこ
とができるのです。そして、ここが肝心
なところだと思いますが、まただから、
私たちは、幼子のように素直に喜んで楽
しそうにあらゆるものにこの愛を現すこ
とにもなるのです。それは、神様とイエ
ス様が共にいますところに私たちが生き
ているからであり、あらゆる善いもの
は、そこから私たちを通し世に現される
ことにもなるからです。ですから、私た
ちにとって責任を果たすということはそ
ういう意味でのことでありますが、ただ
し、それは、だから、私たちがつつがな
く物事を上手く運べるということではあ
りません。間違いがあり、失敗があり、
そのために嘘や誤魔化しもあるのです。
けれども、そういう失敗を主の御前にあ
って繰り返し繰り返し問い直すからこ
そ、その私たちを通して、御言葉が語る
ところの真実が世に現されることにもな
るのです。祈りましょう。 
 


